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第28期 Business report（中間期）

濡れている場合はよく乾かしてからめくってください

2012年4月1日～9月30日

①開く

売 上 高 27億99百万円（前年同期比  15.7％増）

営 業 利 益 3億11百万円（前年同期比  79.4％増）

経 常 利 益 2億91百万円（前年同期比  93.9％増）

純 利 益 2億63百万円（前年同期比  79.2％増）

株主名簿管理人 ／三菱UFJ信託銀行株式会社
連　絡　先 ／ 〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
  三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電　　　話 ／ 0120-232-711（通話料無料）

料金後納郵便

株式会社太陽工機
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株主のみなさまには平素より

格別のご支援を賜り厚くお礼

申し上げます。

当社における第28期中間期

（2012年4月1日から2012年9月

30日まで）の事業の概況をとり

まとめましたので、ここにご報

告を申し上げます。よろしくご高

覧賜りますようお願い申し上げ

ます。

2012年12月

代表取締役社長　渡辺 登
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②開く

設 立 年 月 日
資 　 本 　 金
発行可能株式総数
発行済株式の総数
本 社 所 在 地
従　業　員　数
主要な事業内容

ホームページアドレス

1986年3月14日
7億32万8,200円
9,000,000株
2,978,200株
新潟県長岡市西陵町221番35
175人
工作機械（各種研削盤）の開発・製造
及び販売
http://www.taiyokoki.com/

ホームページのご案内

当社の詳しい情報はホームページより
ご覧いただけます。

http://www.taiyokoki.com/

NVGH‐6T
高剛性ハイスペックモデル。
世界最大手のジェットエン
ジン、ベアリング、建設機
械メーカーへの納入実績あ
り。

IGV‐3NT
小型立形研削盤のベストセ
ラーシリーズ。
自動車関連を中心に幅広い
業種に納入。

IGH‐2NT
内面研削盤のベストセラー
シリーズ。
国内のスピンドル、ツーリ
ングメーカーに多数納入。

立形研削盤

79.3%

横形研削盤

16.0%

4.7%

その他専用研削盤

品目別
売上構成比

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、欧州債務
危機問題の長期化及びそれに伴う中国経済の減速といった世
界経済の低迷を背景に、依然、先行きの不透明な状態が続い
ております。
当社を取り巻く経営環境も、こうした影響を避けられず、

国内外において需要獲得が厳しい状況になっております。
このような状況の中、受注及び引合状況につきましては、

前年同期の実績に比べやや弱まりが見られましたが、国内に
おける自動車関連企業及び工作機械関連企業の積極的な設備
投資に支えられ、堅調に推移いたしました。
また、当社は本社工場を利用したプライベートショーや中

国国際工作機械工具展覧会（CIMES2012）、シカゴ製造技術
展（IMTS2012）に出展し、国内外のユーザー層を拡大する
とともに、設備投資ニーズを積極的に掘り起こしてまいりま
した。特にアメリカにおいては、展示会で展示機を完売した
ほか、世界最大手建設機械メーカーからリピート受注をいた
だくなど、海外市場の新規開拓、営業拡販を着実に推し進め
ております。
この結果、当第２四半期累計期間の受注高は、2,938,011

千円（前年同期比13.7％減）となりました。
売上高につきましては、中国の一部のお客様において設備

投資の見直しがあり、当事業年度後半へ納入時期が変更にな
った案件があったものの、ほぼ当初計画通りとなっており、
実績は2,799,747千円（前年
同期比15.7％増）となりまし
た。
損益につきましては、営業
利益311,673千円（前年同期比
79.4％増）、経常利益291,779
千円（前年同期比93.9％増）、
四半期純利益263,549千円（前
年同期比79.2％増）となりま
した。

■立形研削盤をより多くのお客様へ
世界４大工作機械見本市であるIMTS2012、JIMTOF2012

に出展いたしました！
●IMTS2012（シカゴ製造技術展）
　2012年９月10日～15日の６日間、
アメリカのシカゴにてアメリカ最大級
の製造技術展示会であるIMTS2012が
開催され、当社からVertical Mate85を
出展いたしました。世界最大手メーカ
ーへの納入実績をもとに、アメリカを
中心とした多数のお客様に当社『立形
研削盤』の優位性をアピールする絶好
の機会となりました。また出展機が現
地で完売したほか、過去にない多数の
引合をいただくことができ、アメリカ市場でのさらなる需
要獲得にますます期待が高まっております。
●JIMTOF2012（日本国際工作機械見本市）
　2012年11月１日～６日の６日間、東京ビッグサイトにて
国内最大級の展示会であるJIMTOF2012が開催されました。
当社はお客様の幅広いニーズにお応えすべく、汎用機
（Vertical Mate85）、大型立形機（NVGH-6T）、小型立形機
（IGV-3NT）、小型横形機（IGH-2NT）の全４機種を出展い
たしました。当社ブースには
前回を大きく上回るお客様に
ご来場いただき、国内のみな
らず海外のお客様と活発な商
談が行われました。当社の研
削技術に対して高い評価をい
ただき、会期中には複数台の
受注をいただくことができま
した。
今後も国内のみならず、アメリカ及び欧州や中国をはじめ
としたアジアでの需要獲得を目指し、よりお客様のニーズに
マッチした製品の開発及び提案に尽力してまいります。

当中間期の営業概況当中間期の営業概況 トピックストピックス JIMTOF 2012出展機JIMTOF 2012出展機

会社概要会社概要
（2012年9月30日現在）

Vertical Mate 85
シンプル＆リーズナブルな
汎用立形複合研削盤。
シリーズ化により55・85・
125の３サイズを展開。
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